
  

2020 年 5 月 22 日 
日本板硝子株式会社 

 

2020 年 3 月期通期 連結決算報告 
（2019 年 4 月 1 ⽇〜2020 年 3 月 3１⽇） 

 
 2020 年 3 月期は、為替変動と主要地域での事業環境悪化に加え、第４四半期において新型コロナウイ

ルス（COVID-19）感染拡大の影響、個別開示項目費用計上により、減収減益 
 2021 年 3 月期は、COVID-19 による需要急減の影響を受けるも、経済活動再開により 5 月以降徐々

に需要回復を想定。流動性を確保しながら、現⾦⽀出最⼩化・追加改善施策に取り組み 
 既存事業の収益⼒改善と財務安定性の回復が喫緊の課題。 

中期的にはアセットライトな事業体質への変革 
 

2020 年 3 月期は、為替変動と主要地域での事業環境悪化に加え、第４四半期において新型コロナウイルス
（COVID-19）感染拡大の影響、個別開示項目費用計上により、減収減益 
o グループ売上高は 5,562 億円。為替変動の影響に加え、主要地域の事業環境悪化により減収（前年 6,128 

億円）。為替の影響を除けば、前年⽐５％の減収 
o 無形資産償却前営業利益は 230 億円。建築⽤は欧州を中⼼に事業環境のさらなる悪化と稼働率の低下、 

⾃動⾞⽤は欧州の数量減に加え、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、減益（前年 388 憶円）。 
一方で太陽電池パネル⽤ガラスの出荷は堅調 

 売上高 無形資産償却前営業利益 
 FY2020 FY2019 FY2020 FY2019 
建築⽤ガラス事業 2,337 億円 2,473 億円 173 億円 258 億円 
⾃動⾞⽤ガラス事業 2,810 億円 3,147 億円 61 億円 151 億円 
高機能ガラス事業 401 億円 491 億円 71 億円 81 億円 

o 親会社所有者に帰属する当期損失は 189 億円（前年 133 億円の利益）。営業利益と持分法投資利益の減
少に加え、個別開示項目として、フロート窯などの設備休止に関する費⽤、のれんおよび無形資産の減損損失、
COVID-19 関連費⽤等を計上したことによる 

2021 年 3 月期は、COVID-19 による需要急減の影響を受けるも、経済活動再開により 5 月以降徐々に需
要回復を想定。流動性を確保しながら、現⾦⽀出最⼩化・追加改善施策に取り組み 
o 2021 年 3 月期通期業績予想は新型コロナウイルス感染症の影響を⾒極め、可及的速やかに発表予定 
o 当⾯の流動性は確保。追加の流動性資⾦の調達に向けて協議中 
o 現⾦⽀出の最⼩化とともに、追加改善施策に取り組み 

 重要案件を除き、可能な限り投資を凍結（アルゼンチンの新設も凍結） 
 稼働調整の最適化により原燃料節減・レイオフ実施。公的補助⾦も利⽤ 
 役員報酬返上も含め、⽀出・コスト削減を徹底 
 ノンコア資産売却や運転資本改善施策は継続検討、実施 
 千葉・マレーシアなどの設備休止による固定費削減効果、加えて堅調なソーラー需要にも期待 
 追加施策の迅速な実施に向けて準備中 



既存事業の収益⼒改善と財務安定性の回復が喫緊の課題。中期的にはアセットライトな事業体質への変革 
o 財務安定の回復が喫緊の課題。収益改善とキャッシュフロー創出に取り組む 
o リーンでアジャイルな事業体制へ転換し、大きく変化する「コロナ後の世界」で事業機会を捉える 
o 新中期経営計画は、新型コロナウイルス感染拡大の影響を⾒極めて公表予定 
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